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タンカー油流出事故 

油
流
出
事
故
件
数 

タンカー油流出事故：7トン～700トン超 

700トン超 7～700トン 油流出事故件数の10年ごとの年間平均 



最近の流出事故 

（パイプラインからの流出） 

12カ月で18件 

 タンカー＝8件（積荷の流出4件） 
 タンカー以外＝10件（舶用燃料油の流出8件） 

ITOPFによる臨場対応 － 流出物の種類 

舶用燃料油 

舶用燃料油/その他 

原油/舶用燃料油 

原油 

燃料（積荷） 

その他 



サンチ号の事故 

中国 

衝突 

韓国 

日本 

台湾 
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 航路 – イランから韓国へ 

 積荷 – コンデンセート111,388MT 

 CF CRYSTAL号と衝突 

 上海から約160海里の沖合 

 貨物タンク破損、爆発 



サンチ号の事故 

中国 

衝突 

韓国 

日本 

台湾 
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積荷 

イラン 

イスファハン 

バンダルアッバース 

オマーン 

オマーン湾 

オマーン 

アブダビ 

アラブ首長国
連合 

サルマン 

シリ 
ノース
フィールド 

カタール 

ドーハ 

バーレーン 
バラール 

サウスパース 

カンガン 

ペルシャ湾 

ノース
パース 

フェレイドゥーン 

エスファンドヤール 

アブザール 

ノールーズ クウェート 

サウジ 

アラビア 

ダルホビン 

イラク アフワーズ 

アバダン 

パルシ 

ガッチサラン 

シラズ 

ドルード 

ブーシェフル 

ダーラーン 
アーガール 

油田 

石油パイプライン 

ガス/コンデンセート田 

ガスパイプライン 

製油所 

ガス処理プラント 

海上ターミナル 

合意された海上境界線 

国境 

出典：NIOC 

 サウスパースガス田からのコンデンセート 

 2製品：フェーズ19およびフェーズ12 

 比重：0.7286および0.7338 

 蒸気圧：11.8psi（ガルファクス原油：6psi） 

 蒸留性状：50%留出温度123℃/90％留出温度270℃ 

 両方とも非持続性と分類（基金基準による） 



コンデンセートとは？ 

天然ガスと共に存在する、低密度の揮発性液体炭化水素 

原油と共に採取されるか、天然ガスから分離される 

低粘度 – 水のような粘度 – 薄い色 

高価値の「原」油 – 「天然ガソリン」 – 精製の必要が少ない 

石油化学産業における使用のほか、重質原油の希釈にも使用される 

世界中で生産 – ロシア、中東、米国、オーストラリア、北海 



関連条約 

 MARPOL条約附属書Ｉ  – 原油タンカーで運搬 

運搬 

非持続性油 – CLC条約、FC条約が適用されない 

 コンデンセートは、HNS条約が発効後は同条約が適用される 

舶用燃料油の流出はバンカー条約が適用される（締約国の場合） 

補償 



結末予測 

 「風化」モデルを実行し、結末を予測（ADIOS2） 

 現地の気象条件、海洋条件を使用 

 類似性状の代替オイルを使用： 

 マウイ・コンデンセート（API度が一致） 

 アルジェリア・コンデンセートCITGO（蒸留性状が一致） 

 瞬時・連続の流出シナリオ 

 結果：5日間で70～85％の蒸発、15％以下の分散 

 MOTHYを使用して軌道モデリングも実行 

マウイ マウイ 

瞬時 

アルジェリア アルジェリア 

蒸発 

分散 

残留 

連続 
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実際の結末 



グローバル・サルベージ・コンサルタンシー（GSC） 

実際の結末 



初動対応 

 中国が対応を主導（交通運輸部、海事局、中国救助 

サルベージ局） 

 乗員の捜索救難と消火に注力 

 現場には3カ国の巡視船がそろう 

 上海サルベージ（SSC）、日本サルヴェージも現場に 

 空中監視：中国国家海洋局（SOA）、日本海上保安庁、 

韓国海洋警察庁 

 災害現場周辺は立入禁止 
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SOA 



沈没 

© 2018 China Ministry of Transport via AP 

© 2018 China Ministry of Transport via AP 

 1月14日正午頃、大爆発 

本船が炎に包まれる – 対応部隊は後退 

 16:45頃、サンチ号は115mの海底に沈没 

火は1月15日の朝まで燃え続けた 



燃料油の流出 

SOA 

GSC 

約1,900MTの重油を搭載 

大半が沈没後に流出 



油流出への対応 

中国海事局が主導、日本海上保
安庁と韓国海洋警察庁が立ち会う 

多数の船舶が関与（60隻以上？） 

化学的分散/機械的分散 
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流出の追跡監視 

衝突位置 

沈没位置 

COSMO-SkyMed 

SAR（合成開口レーダー） 
2018-01-17 

21:11 

  

GISで変換 

沈没船 



予測 

衝突位置 

沈没位置 

油漂流モデル作成 – GNOME（米国海洋大気庁）と 

1月20日取得の衛星画像を使用 

2018年1月27日の予測 

油の位置： 
高確率 

可能性あり 

沈没船 

宝島 



海岸線への影響 

宝島 



海岸線への影響 

竹島 

馬毛島 

種子島 

硫黄島 黒島 

口永良部島 

屋久島 口之島 

中之島 

諏訪之瀬島 

悪石島 

臥蛇島 

平島 

小宝島 
小島 

宝島 

上ノ根島 

横当島 

奄美大島 喜界島 

加計呂麻島 

与路島 

請島 

徳之島 

沖永良部島 

与論島 
伊平屋島 

伊是名島 

古宇利島 

伊江島 粟国島 

久米島 渡名喜島 

渡嘉敷島 

沖縄本島 

鳥島 



海岸線調査 

江仁屋離島 

奄美大島 

加計呂麻島 

与路島 ハンミャ島 

請島 



対応の優先順位付け 



清掃作業 

日本海上保安庁および現地当局が主導 

 P&Iクラブが業者を任命 

 ITOPFおよび調査官が指導、監督 

清掃作業は組織化され、効率的に実施 

作業は6月まで継続 
ITOPF 



ボランティア 

ITOPF 



清掃作業における問題 



清掃作業における問題 



推奨事項 



ITOPFの役割 

ITOPF 

ITOPF 



サンチ号：主な問題 

透明に近い油流出が 
アジア有数の漁場を脅かす 大規模な油流出が東シナ海に拡大、

環境不安高まる 

 マスコミ報道 – 影響を過大に報じる 

 位置 – はるか沖合、国境をまたぐ 

 政治 – 中央政府による影響 

 注目– コンデンセートに集まるが、実際はHFO 

（重質燃料油）の流出 

環境 

史上最悪の油流出事故がさらに悪化 
 
清掃できる可能性はほとんどない 



コンデンセートへの対応？ 

他の非持続性油と同様の対応 

優先度：火事、爆発、蒸気への暴露のリスク 

海洋環境に存在する時間が短い – 清掃？ 

技術的にメリットのある清掃技術がない 

戦略によってはむしろリスクが高まる場合も – 封じ込め 



環境への影響？ 

 中国国家海洋局（SOA）と日本環境省によるサンプリング 

および分析 

 分析、結果、結論の詳細は不明 

 速報によると影響は（あっても）限定的 
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何を学んだのか 

 大事故は今も起きている 

 国境をまたぐ流出事故はさらに複雑である 

 情報を共有し、共同で計画していくことが必要 

 複数の島＝機材・物資・人員の供給・展開が
難しい 

 協力 ⇒ 効果的な対応 

 環境への影響は比較的小さい 


